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所長のひとりごと ３３  

                 少年自然の家所長  春 山 明 裕 

 

 自然教室が終了してからしばらくすると学校から児童・生徒さんが書いた感想が送られてきま

す。作文になっているものから半紙に寄せ書きになっているもの、絵が描かれているものまで

色々です。スタッフが読んだ後センターハウスの廊下に展示しています。昨日、自然教室が終わ

った白鳥中学校さんからもクラス毎に雪だるまの形の紙に書かれた感想が送られてきて楽しく

読ませて頂きました。「ごはんが美味しかった」「後輩達もよろしく」「騒いでごめんなさい」な

どなど。先生方とは話す機会が多くありますが、子ども達の思いや感想はなかなか直に聞くこと

が出来ませんのでとても励みになります。又、新任教員研修会の感想の色紙には、新任の先生方

の希望と夢と、子ども達への思いが書かれています。 

展示してある廊下は日々の仕事に追われる中、読むとホッとする空間です。 
        

２０１２．３．１ 

   

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
今
年
の
冬
は
冬
ら
し
い

冬
で
、
最
低
気
温
が
氷
点
下
10
℃
以
下
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
寒
さ
で
４
年
ぶ
り
に
諏
訪
湖
が
全
面
結
氷
し
、
御
神
渡
り
（
お
み

わ
た
り
）
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
氷
点
下
10
℃
以
下
の
日
が
数
日
続
く

と
湖
面
の
氷
に
亀
裂
が
走
り
、
大
音
響
と
共
に
山
脈
の
よ
う
に
盛
り

上
が
る
現
象
で
す
。
気
温
の
上
下
で
氷
が
膨
張
と
収
縮
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
自
然
現
象
で
、
湖
岸
か
ら
湖
岸
ま
で
数
km
に

渡
り
氷
の
道
が
出
来
る
の
で
す
。
諏
訪
大
社
上
社
の
男
神
が
下
社
の

女
神
の
も
と
へ
渡
る
恋
の
道
と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
湖
面
の
御
神
渡
り
に
よ
る
氷
の
割
れ
具
合
を

見
て
、
そ
の
年
の
天
候
や
農
作
物
の
出
来
、
世
の
中
の
吉
凶
を
占
い

ま
す
。
そ
の
占
い
に
よ
る
と
今
年
の
世
の
中
は
厳
し
い
こ
と
も
あ
る

が
良
く
な
る
と
い
う
、
ま
ず
ま
ず
の
も
の
で
し
た
。
こ
ん
な
凍
て
つ

い
た
日
の
続
く
少
年
自
然
の
家
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
に
は
お
構
い

な
く
、
ス
キ
ー
体
験
を
中
心
に
し
た
中
学
校
の
自
然
教
室
が
た
け
な

わ
で
、
連
日
400
人
位
の
中
学
生
で
賑
わ
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。
毎
朝
氷
点
下
１０
℃
位
な
の
に
元
気
な
中
学
生
の
中
に
は
半
そ
で

半
ズ
ボ
ン
で
管
理
棟
に
あ
る
食
堂
へ
走
っ
て
く
る
子
が
い
た
り
し

て
、
私
た
ち
を
驚
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
特
別
寒
い
冬
、
い
つ
に
な
く

春
の
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃
で
す
。 

御
神
渡
り
が
見
ら
れ
ま
し
た 
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八
ヶ
岳 

 １
月
、
２
月
に
実
施
し
た
事
業
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

自
然
紀
行 

⑪
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
教
室 

１
月
21~

22
日 

自
然
紀
行 

⑫
冬
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験 

２
月
18~

19
日 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
、
応
募
者

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
き
、
残
念
な
が
ら

催
行
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ず
れ
も

冬
の
八
ヶ
岳
の
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
い
ろ
い
ろ
計
画
し
て
い
た
の

で
す
が
と
て
も
残
念
で
す
。 

森
の
探
偵
団 

２
月
24
～
26
日 

親
子
で
連
続
し
て
参
加
し
、
八
ヶ
岳
の

四
季
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ

く
森
の
探
偵
団
の
第
４
回
目
（
最
終
回
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
１
泊
２
日
だ
と
来

所
し
た
日
が
半
日
と
、
退
所
す
る
日
に

半
日
の
活
動
に
な
っ
て
し
ま
い
、
時
間

が
足
り
な
い
の
で
前
日
の
夜
に
集
合
し
、

翌
日
朝
か
ら
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
25
日
朝
、
天
気
が
悪
か
っ
た
の

で
予
定
を
変
更
し
、
午
前
中
木
工
ク
ラ

フ
ト
で
思
い
出
の
作
品
作
り
を
し
、
午

後
横
谷
渓
谷
の
「
氷
瀑
」
を
見
学
ま
し

た
。
夜
は
、
星
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
宇
宙
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
26
日
は

ピ
ラ
タ
ス
蓼
科
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

2240
ｍ
の
山
頂
ま
で
行
き
、
ス
ノ
ー
シ
ュ

ウ
を
は
い
て
雪
に
覆
わ
れ
た
蓼
科
の
自

然
を
観
察
し
ま
し
た
。
１
年
間
で
す
っ

か
り
仲
良
く
な
っ
た
家
族
ど
お
し
、
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
八
ヶ
岳
を
後
に
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
６
家
族
19
名
（
大

人
10
名
子
ど
も
９
名
）
で
し
た
。 

ふ
じ
み
星
空
観
察
会 

１
月
20
日
、
２
月
17
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
１
月
は
生
憎
の
雪
空
で
参
加
者

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
星
が
見
え
な

く
て
も
宇
宙
に
つ
い
て
の
話
だ
け
は
し

て
い
た
の
で
す
が
。
２
月
は
良
く
晴
れ
、

オ
リ
オ
ン
座
を
始
め
と
す
る
冬
の
星
座

や
、
金
星
・
木
星
・
火
星
や
全
天
で
一

番
赤
い
と
い
わ
れ
て
い
る
深
紅
色
星
、

う
さ
ぎ
座
の
ク
レ
ム
ズ
ン
ス
タ
ー
な
ど

を
観
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
主

な
天
文
現
象
に
つ
い
て
解
説
を
し
ま
し

た
。
特
に
５
月
21
日
の
金
環
日
食
に
つ

い
て
は
詳
し
く
説
明
し
、
安
全
に
観
察

す
る
た
め
に
、
５
月
に
な
っ
た
ら
希
望

者
に
日
食
眼
鏡
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る

約
束
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
３
名
で

し
た
。 

 

主 

催 

事 

業 

フ
サ
ザ
ク
ラ 

サ
ク
ラ
と
い
っ
て
も
桜
の
仲
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
フ
サ
ザ
ク
ラ
科
フ
サ
ザ
ク

ラ
属
の
落
葉
高
木
で
す
。
所
内
で
は
三

月
中
旬
、
ま
だ
冬
枯
れ
の
森
の
中
で
葉

が
出
る
前
に
赤
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

か
な
り
の
変
わ
り
者
で
、
花
と
い
っ
て

も
、
花
弁
は
な
く
、
赤
い
オ
シ
ベ
が
沢

山
垂
れ
下
が
り
ま
す
。
原
始
的
な
古
代

植
物
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。 

三
月
の
森
は 

ま
だ
冬
の
装 

い
で
す
が
、 

よ
く
よ
く
見 

る
と
、
マ
ン 

サ
ク
の
花
が
咲
い
て
い
た
り
、
コ
ブ
シ

の
つ
ぼ
み
が
銀
色
の
毛
皮
に
包
ま
れ
て

大
き
く
膨
ら
ん
で
い
た
り
と
、
春
が
も

う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま

す
。
（
Ｋ
） 
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タイトル 内   容 開 催 日 メ  モ 

八ヶ岳自然紀行 

 

毎 回 テ ー マ を 決

め、３６名程度を

募集し、宿泊体験

を通して、八ヶ岳

の自然、地域、文

化への理解を深め

ると共に、参加者

相互の交流を図り

ます。 

また、家族の絆を

深めると共に家族

間の交流を図るフ

ァミリーアドベン

チャーを挿入しま

した。 

・ ファミリーアドベンチャー① 

 

・ ファミリーアドベンチャー② 

 

・ 入笠山スズラン鑑賞と湿原散策 

 

・ 北八ヶ岳トレッキング 

 

・ 高原ハイキング 

 

・ 紅葉トレッキング 

 

・ 諏訪めぐり 

 

・ ファミリーアドベンチャー③ 

 

・ 博物館見学と小物作り 

 

・ ファミリーアドベンチャー④ 

 

・ ウインタースポーツ 

 

・ 冬山散策、雪遊び  

 

５／１９・２０ 

 

６／９・１０ 

 

６／２３・２４ 

 

９／８・９ 

 

９／２９・３０ 

 

１０／１３・１４ 

 

１１／１７・１８ 

 

１１／２４・２５ 

 

１２／８・９ 

 

１２／１５・１６ 

 

１／１９・２０ 

 

２／２３・２４ 

 

多摩市民館前発着の貸し

切りバスで送迎します。 

ファミリーアドベンチャ

ーは現地集合・解散です。

 

募集はホームページ、市

政だよりなどで。 

 

申込は毎回、はがき又は

Fax で。 

自然探検隊 
川崎と富士見の子ども各２０名程度を募集

し、川崎での活動、八ヶ岳での活動を通して、

川崎と富士見についての相互理解を図ると共

に、子ども同志の交流を図ります。 

① 日程調整中 

② 日程調整中 

③ 日程調整中 

青少年科学館と連携。 

川崎からの参加者は青少

年科学館が募集します。

（こども自然探検隊） 

森の探偵団 
年度当初に募集した２０名程度の家族が、四

季を通じた八ヶ岳の自然体験を通して、自然

への理解を深めると共に、親子や家族間の交

流を図ります。 

① ５／１１・１２・１３ 

② ８／２４・２５・２６ 

③ １０／１９・２０・２１ 

④ ２／１・２・３ 

申込は年度初めに、はが

き又は Fax で。 

ふじみ 

星空観察会 

近隣の人を対象にアストロハウスで毎月の星

座をたどると共に、大型天体望遠鏡で各種天

体を観望し、八ヶ岳の暗い夜空と宇宙への理

解を図ります。 

毎月 1 回 金曜日の１９：００～２０：３０

４/２０ ５/１８ ６/15 

７/13 ９/14 10/19 

11/16 12/14 １/11 

２/８ ３/２２ 

参加費無料 

 

直接アストロハウスへお

出で下さい。 

八ヶ岳ふれあいイ

ベント 

土・日・祝日に利用するグループ、家族を対

象に、クラフトプログラムを提供する。内容

は 

・ バードコール  ・ 小鳥の巣箱 

・ 白樺クラフト  ・ その他 

土・日・祝日の午前 1 回 

午後 1 回 

夏休み期間中は除く 

予約が必要です。 

参加費無料 

材料費がかかる場合があ

ります。 

その他 

市ほか主催事業へ

の協力 

ふれあいサマー 

 

その他 

 

８／６・７・８・９  

  

 

 

 

 

 

 

  

★★★★ 1 ヶ月に 1 回、少年自然の家の近況や主催事業の募集内容を記したメールマガジンを ★★★★

★★★★ 配信しています。配信希望の方はご連絡下さい。                 ★★★★

平成 24 年度 川崎市八ヶ岳少年自然の家年間イベント一覧表 

詳細は川崎市八ヶ岳少年自然の家のホームページをご覧下さい。

http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 
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催
し
も
の
案
内 

  

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
グ
ル
ー
プ
、

家
族
で
ご
利
用
い
た
だ
く
方
を
対
象
に
、

午
前
１
回
、
午
後
１
回
、
次
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
費
無
料
、
材
料
費
の
み
。
星
空
観

察
は
参
加
費
無
料
。
参
加
申
し
込
み
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト 

小
鳥
の
巣
箱
作
り
、
バ
ー
ド
コ
ー
ル
作

り
、
白
樺
ク
ラ
フ
ト
、
焼
き
板
ク
ラ

フ
ト
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
ま
す
。

八
ヶ
岳
で
の
思
い
出
に
、
自
分
で
作

っ
た
も
の
を
お
土
産
に
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

★ 

星
空
観
察 

 

１９
時
～
２０
時
30
分
ま
で
、
ア
ス
ト

ロ
ハ
ウ
ス
で
満
天
の
星
空
を
見
な
が
ら

折
々
の
星
座
観
察
と
、
大
型
天
体
望
遠

鏡
で
の
天
体
観
察
を
し
ま
す
。
星
雲
や

星
団
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

     

 
 

 
 

 
 

 

  

八
ヶ
岳
の
自
然
、
地
域
、
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
摩
市
民
館

前
発
着
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り

ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

は
現
地
集
合
・
解
散
。
多
く
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

● 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
① 

・
親
子
で
春
の
八
ヶ
岳
の
自
然
と
文
化

に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
考
古
館
と

土
器
作
り
体
験
。 

・
５
月
19
日
～
20
日
（
１
泊
２
日
） 

● 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
② 

・ 

ル
バ
ー
ブ
収
穫
体
験
と
ジ
ャ
ム
作

り
を
通
し
て
八
ヶ
岳
に
ふ
れ
、
親
子

の
絆
を
深
め
て
頂
き
ま
す
。 

・ 

６
月
９
日
～
10
日
（
１
泊
２
日
） 

● 

入
笠
山
ス
ズ
ラ
ン
鑑
賞
と
湿
原
散
策 

・ 

一
面
に
咲
き
誇
る
80
万
株
の
ス
ズ

ラ
ン
の
鑑
賞
、
お
よ
び
さ
わ
や
か
な

高
層
湿
原
を
歩
き
ま
す
。 

・ 

６
月
23
日
～
24
日
（
１
泊
２
日
） 

費
用
、
内
容
、
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

   

指
定
管
理
第
２
期
の
１
年
目
が
無
事
終

了
で
き
そ
う
で
す
。
少
年
自
然
の
家
と

し
て
は
第
２
期
の
受
託
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
に
当
た
り
、
新
所
長
を
迎
え
て
の

出
発
で
し
た
。
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
利
用
者
の
要
望
に
応
え
る
形

で
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
設
置
し
た
り
、

宿
泊
部
屋
に
電
波
掛
け
時
計
を
付
け
た

り
，
無
線
ラ
ン
で
利
用
者
用
の
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
し
た
り
、
暖
房
機
を
増
設

し
た
り
、
そ
の
他
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
手

直
し
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
手
を
打
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
の
メ
ー
ル

や
便
り
を
多
く
頂
き
、
励
み
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
勢
い
で
更
に
利
用
者
に
喜

ん
で
頂
け
る
２
年
目
を
目
指
し
ま
す
。 

 

八
ヶ
岳
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （社）富士見町開発公社 
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